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後援会に入会しませんか

小林鷹之
Profile

東京大学法学部卒業。ハーバード大学行政大学院修了。財務省
課長補佐、外交官を経て現在衆議院議員4期目。経済安全保障
担当大臣、内閣府特命担当大臣（科学技術・宇宙）などを歴任。

同僚のセミナーで講演

月面ビジネスカンファレンスで講演

東京大学で「日本におけるイノベーションと社会実装」と
題して講演後、パネルディスカッション。

セミナー等での講演セミナー等での講演セミナー等での講演セミナー等での講演

写真は「財界」掲載の対談。日本経済新聞「政策新領域をひらく」や「NA 
SA 手本に宇宙開発基金」、東京スポーツ新聞「死してなお昼将軍安倍晋三」
で10 回連載など多数。

国会閉会中も議員活動は活発に！国会閉会中も議員活動は活発に！

萩生田政調会長を団長と
してベトナム、ラオス、タイ
に出張。
写真はベトナムのチン首相
との会談

台湾立法委員会の
表敬訪問を受けま
した。

1日の締め括りは祭り。地元の皆様と一緒に踊り、かき氷や焼きそば作りも

駅頭で出勤途中の皆様に挨拶

少年野球大会で始球式のバッターとして

国政報告会 空き時間は
街頭演説

後援会活動
「歩く、歩く、歩く」

支援者への挨拶まわり、
ポスター貼りも

小林鷹之
　　ある夏の１日
小林鷹之
　　ある夏の１日

雑誌の対談やメディアのインタビューも多数

外交外交外交外交
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結
果
と
し
て
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま

党
の
提
言
と
な
っ
た
も
の
の
、「
私

自
身
が
ま
だ
ま
だ
『
教
養
力
』
が
足

り
な
い
、
未
熟
な
人
間
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
の
皆
様
に
主
権
の
行
使
を

委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
今
後
も
、
地
道
に
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
防
衛
財
源
特
命
委
の
提
言

（
前
号
の
報
告
）】

　

本
年
１
月
か
ら
「
防
衛
関
係
費

の
財
源
検
討
に
関
す
る
特
命
委
員

会
」
の
事
務
局
長
と
し
て
、
防
衛

力
強
化
・
防
衛
費
増
額
に
必
要
と

な
る
財
源
の
確
保
の
あ
り
方
に
つ

い
て
党
内
で
検
討
を
重
ね
、
税
以

外
の
財
源
確
保
は
可
能
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
、
6
月
に
提
言
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、①
令
和
6
年
度
予

算
で
は
、
外
国
為
替
資
金
特
別
会

計
の
剰
余
金
（
注
１
）
の
活
用
及

び
そ
の
他
の
追
加
収
入
で
1
兆
円

規
模
の
防
衛
財
源
の
追
加
確
保
を

目
指
す
こ
と
、②
令
和
7
年
度
以
降

も
同
様
の
財
源
確
保
努
力
を
積
み

重
ね
る
こ
と
、③
経
済
成
長
等
に
よ

り
税
収
が
上
振
れ
た
場
合
は
、
防

衛
力
強
化
の
財
源
に
も
活
用
す
る

こ
と
な
ど
を
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
昨
年
末
に
政
府

は
、
早
け
れ
ば
令
和
６
年
度
に
も

税
制
措
置
を
講
ず
る
旨
の
閣
議
決

定
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

党
の
提
言
等
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は

（
税
以
外
の
）
更
な
る
財
源
確
保
努

力
に
注
力
す
る
方
向
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
政
府

と
与
党
の
連
携
は
大
切
で
す
が
、

一
定
の
緊
張
関
係
を
確
保
し
つ
つ
、

政
府
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
政
策

の
打
ち
込
み
や
改
善
を
求
め
て
い

く
党
の
政
策
立
案
機
能
を
強
化

し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
注
１
）
円
相
場
の
急
激
な
変

動
の
是
正
の
た
め
に
政
府
が

行
う
為
替
介
入
に
よ
っ
て
、

同
特
別
会
計
の
資
産
に
は
米

国
債
な
ど
の
外
貨
が
、
負
債

に
は
円
建
て
の
国
債
が
積
み

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
日
米
金

利
差
等
に
よ
り
、
近
年
は
相

当
額
の
剰
余
金
が
生
じ
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
も
、
地
元
を
歩
き
つ
つ
、

多
く
の
皆
様
か
ら
国
政
に
対
す
る

ご
意
見
を
頂
く
毎
日
で
す
。最
近
は

政
治
家
の
不
祥
事
も
散
見
さ
れ
る

中
で
、
政
策
そ
の
も
の
よ
り
も
、
政

治
家
の
質
に
対
す
る
ご
意
見
を
少

な
か
ら
ず
頂
き
ま
す
。

　

６
年
前
、
政
治
制
度
改
革
実
行
本

部
で
、「
議
員
力
の
向
上
」に
つ
い
て

検
討
す
る
機
会
を
頂
き
、
提
言
を
作

成
し
ま
し
た
。「『
議
員
力
』
と
は
何

か
？
」
と
熟
考
し
た
結
果
、「
選
挙

力
」や「
政
策
力
」な
ど
様
々
必
要
な

「
力
」は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
そ
の
中

で
最
も
重
要
だ
と
思
っ
た
の
は
「
教

養
力
」
で
し
た
。当
時
の
私
が
頭
を

ひ
ね
っ
て
作
っ
た
提
言
案
は
次
の

通
り
で
す
。

 【
印
旛
沼
・
印
旛
放
水
路

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
】

　

国
土
交
通
省
の
「
か
わ
ま
ち
づ

く
り
」
支
援
制
度
に
右
記
計
画
が

8
月
10
日
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

花
島
公
園
や
八
千
代
広
域
公
園
な

ど
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
道
の

駅
や
ち
よ
の
広
域
防
災
拠
点
化
と

も
組
み
合
わ
せ
、
地
元
の
可
能
性

を
引
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
五
年
九
月
吉
日

周囲に図書館や総合運動公園などが配置さ
れた公園空間において、水辺への親水性を
高めることで魅力向上を図る。

カヤックなど水上アクティビティの推進が
図られるよう、公園と一体となった親水空
間を創出する。

八千代市 新川水辺拠点

千葉市　花見川水辺拠点

教養とは：単なる知識の集積ではなく、個人
が社会と関わり、経験を積み、体系的な知識
や知恵を獲得する過程で身に着ける、ものの
見方、考え方、価値観である。

【教養の要素】
①主体性ある人間として向上心や志を持っ
て生き、より良い新しい時代の創造に向
かって行動する力

②伝統・文化・歴史に対する深い理解
③他者の立場に立って考える想像力、及び
他国や地域の伝統・文化を理解し、互い
に尊重し合う資質

④自然や物の成り立ちを理解し、論理的に
対処できる能力

⑤倫理的課題を含め、科学技術に対する正
確な理解と判断力

⑥語学、特に論理的思考力や表現力の根源
である国語力

⑦古典に対する深い理解
⑧礼儀・作法をはじめとする「修養的教養」

「党・政治制度改革実行本部
「議員力」向上部会　提言案（抜粋）」


